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今年度も多くの方々にご協力をいただきながら、地域の特色を生かした教育活動を行って

います。今年度も心配されたわかめ干しですが、保護者の皆様にご協力をいただき、実施す

ることができました。また、全校で梅もぎも体験させていただきました。もみわかめづくり

や梅ジュースづくりはもちろんのこと、今年度は、梅干しづくりにもチャレンジです。その

他、恒例の砂浜マラソン、長橋町の橋の工事現場見学会、新聞づくり出前授業、5年生の宿泊

学習等、さまざまな活動を行っています。ふるさと教育を進めるために、生活科や総合的な

学習で、保護者の皆様や地域の皆様に、今年度も何かとお願いさせていただくこともあると

思いますが、どうぞご協力の程、よろしくお願いします。

学校だより

磯の香り

全校のみんなで、わかめ干し
保護者の方々から採れたてのわかめを提供していただき、

今年度もわかめ干しを行いました。１年生にとっては初め

ての体験です。わかめをきれいに洗い、わかめしぼり機に

わかめを入れて、しぼります。昨年度の経験を生かして、

高学年はスムーズな作業ぶりです。取り出したわかめは網

の上に広げて干します。お家の方に広げ方を教えていただ

き、よい天候の下、みんなでわかめ干しを行いました。

きれいにわかめを洗います。 高学年の手際の良さはさすが！

橋の工事現場見学会（４～６年） ５月１７日（火）
長橋町の橋の工事をされている方々から工事内容についての説明を聞いたり実際に現場を

見学させていただいたりする、「橋の工事現場見学会」を行いました。初めに、鉄が錆びるメ

カニズムについての話を聞いた後、錆の実験を行いました。子どもたちは、塩分によってみ

るみる釘が錆びる様子に驚き、電気を通すこと

で錆を防ぐことに感心していました。また、実

際に工事完了した現場に行き、電気が流れる線

が多く埋め込まれている様子を知ることができ

ました。普段何気なく使っている道路や橋です

が、工事を行うことで守られていることを学ぶ

良い機会になりました。

地域の特色を生かしたさまざまな教育活動をすすめています

もみわかめ作り
天日干しをしたわかめ

は４年生が中心となって

（低学年もお手伝いです）

もみわかめ作りです。達人

の方に来ていただき、もみ

わかめの作り方を教えてい

ただきました。堅い芯の部

分を取り除き、細かいもみ

わかめにしました。出来上

がったもみわかめは、給食

の献立に入れて、みんなで

美味しくいただきました。



梅もぎ・梅ジュース作り ６月６日（月）・６月７日（火）
今年も保護者の方にご協力をいただき、梅畑で梅もぎを行いました。初めに梅ジュース用の

剣先梅と梅干し用の紅差梅の２種類があることや梅を取る時の注意等を教えていただき、２人

組で収穫しました。初めての１年生もすぐに取り方を覚え、どの梅が良いかをじっと見ながら、

高学年と一緒に仲良く取っていました。ナップザックにいっぱいに収穫した梅は、学校に戻り、

高学年で、へた取りをしました。なかなか難しいへた取りですが、毎年行っている高学年は、

スムーズに上手に取っていきました。

下処理が終わったら、次は梅ジュース作りです。梅の分量をはかり、氷砂糖と何層にもなる

ように順々に入れていきます。みんなで協力しながら仕込みました。出来上がりが楽しみです。
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新聞づくり出前授業 ６月１日（水）
４年生は、国語で新聞作りについて学習をして

います。福井新聞社の踊場さんとＮＩＥ（新聞を

教材に活用）コーディネーターの徳島先生をお招きし、新

聞をつくるときのポイントについて教えていただ

きました。実際に新聞を使って、読者が読んでみ

たくなるための工夫について調べました。その後、

福井新聞社の方が持ってきてくださった「砂浜マ

ラソン」の新聞記事を使って、より目を引き、記

事を読みたいと思うような見出し等を考えまし

た。見出しを考える大変さを知るとともに、新聞

記事をつくるときには「正確に」「わかりやすく」

が何よりも大切であることを学びました。

最後まで頑張った砂浜マラソン
５月２５日（水）

天候が心配されましたが、予定通り、

砂浜マラソンが鷹巣海岸で実施されまし

た。砂浜は走りにくい上に、今年度は上

り下りの坂があり、なかなかつらいマラ

ソンコースになりました。でも、どの子

も自分の力を精一杯出し、最後まで走り

きりました。５年生は６年生の中でのマ

ラソンでしたが、ひけを取らない走りを

見せてくれました。たくさんの保護者の

皆様に応援に来ていただき、本当にあり

がとうございました。


